
春爛漫の心地よい季節を迎え、保護者及び地域の皆様方には、穏や

かにお過ごしのこととお喜び申し上げます。引き続き本校教育の推進

に向け、ご理解とご支援を賜りますようよろしくお願いいたします。

さて、この度の人事異動で、私も含め７名の者が着任いたしました。

地域の方々の多くの思いを込め２つの中学校が統合された加佐中に、

新たな歴史を刻むべく全教職員一丸となって取り組む所存です。入学式で１５名の元気いっぱ

いの一年生を迎え、生徒数７６名で、本年度の教育活動がスタートしました。学校教育目標は、

昨年度と同じで、上記に掲げた通りです。また、本校が目

指す生徒像は、右記に示した通りです。生徒の人格の完成

に向けて、知・徳・体のバランスのとれた教育を推進し、

子どもが目指す進路実現を全て図る決意です。

本校では今年度“判断力”をキーワードと考えています。変化の激しい世界の動静をみると

歴史の転換点に立っているのかもと感じたりします。世の流れに身を任せているだけでは、ど

こに流されるのか分かりません。流れに従うのか、その流れを変えるのかを一人一人が判断し

なくてはなりません。近い将来、世の中を動かす今を生きる中学生が、しっかりとした判断力

を身に付けておかなくてはなりません。ただ判断力は、ほっておいても育ちません。先ずは、

色んなことを学習して、それに対する自分の考えを持つところからスタートです。授業の中で

互いに意見の交流ができ、人の意見を聴きながら自分の考えを深められなくてはなりません。

加えて、正しい判断力ができるための“健やかな身体”と“人や自然に対す

る優しい心”をあわせ持つことも求められます。

学力定着には、家庭学習の充実が欠かせません。中学校では、自主学習を重視しています。

自主学習とは、今自分にとって必要な学習内容を考え自ら行うことです。以前、修学旅行の朝

にも自主学習ノートを提出した生徒もいました。（つい昔のことを例に挙げて言うのは年をと

った者の悪い癖です！）ここまでしなくても、これぐらいの気持ちがなくては、真に学力は付

きません。家は憩いの場でもありますから、勉強ばかりでは駄目です。ただ、ボ～としている

我が子をみれば「勉強は！」と言いたくなります。が、ここはグッと我慢をして勉強している

ときに「今日も頑張ってるね！」とかの励ましや元気の出る声掛けをどんどんお願いします。
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本校が目指す生徒像

知；真面目に考え判断力のある子

徳；思いやりを持って助け合う子

体；健康でたくましく行動する子

学校教育目標

『 仲間とともに 夢と希望をはぐくみ 学びあい 認めあい 鍛えあう生徒の育成 』


